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2023年9月7日に打ち上げられたX線分光撮像衛星 (XRISM) は、高エネルギー分解能を特徴とするマイクロカロリメータ
Resolveおよび、広視野を特徴とするX線CCD Xtendを搭載した日本の7番目のX線天文衛星である。XRISMは打ち上げ後
の初期較正(Commissioning) 期、性能実証 (PV) 期を経て、2024年9月より公募観測がスタートしている。我々科学運用
チームは、XRISMの科学的成果を最大限に引き出すため、観測計画の立案、地上での観測データの処理、Xtend視野内
の突発天体の調査支援やヘルプデスクを通したユーザーサポートなどの一連の運用工程に日々取り組んでいる。また、
2026年6月からは第三期の公募観測がスタートしており、関連して審査支援や採択天体のデータベースへの登録、計画
立案や観測データの健全性確認などを行っている。また、第三期公募観測においてはNuSTAR衛星との共同観測の提案
を募集し、計4天体の観測が実施される予定である。このように、XRISMの観測と同時に他のX線天文衛星で観測を行う
Joint Programを実施しており、他ミッションとの連携・協力の幅を広げている。本講演では、2026年春季年会での講
演 (V320a) 以降に実施された活動を中心にこれらのXRISMの科学運用をまとめ、今後の活動内容と併せて報告する。
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